
　
六
月
十
四
日

　
朝
、
真
栄
寺
の
昭
道
さ
ん
に
い
さ
さ
か
の
相
談
。
九
時
世
田
谷
発
。

　
十
時
大
学
レ
ク
チ
ャ
ー
準
備
。
今
日
は
一
つ
の
建
築
が
出
来
る
ま
で
の
、

紆
余
曲
折
、
小
歴
史
、
外
か
ら
の
力
、
内
か
ら
の
力
と
い
う
よ
う
な
事
を
講

じ
る
。
淡
路
山
勝
工
場
を
巡
り
、
山
口
勝
弘
と
い
う
一
人
の
芸
術
家
が
私
に

与
え
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
出
来
た
建
築
の
話
し
。

　
十
二
時
迄
レ
ク
チ
ャ
ー
。
山
口
勝
弘
氏
の
最
近
の
絵
画
作
品
等
を
最
後
に

見
せ
た
。
自
分
の
為
に
も
な
っ
た
。
明
日
は
一
ノ
関
ベ
ー
シ
ー
で
坂
田
明
の

ラ
イ
ブ
が
あ
る
。
友
岡
社
長
と
共
の
猪
苗
代
鬼
沼
行
の
帰
り
に
寄
っ
て
み
る

つ
も
り
。
午
後
、
チ
リ
か
ら
の
留
学
生
ア
ベ
ル
の
チ
リ
で
の
小
住
宅
処
女
作

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
。
彼
は
三
〇
才
、
新
し
い
世
代
の
建
築

家
だ
。
い
ず
れ
カ
バ
ー
コ
ラ
ム
で
紹
介
す
る
が
、
仲
々
良
い
。

　
夜
、
西
調
布
で
Ｎ
さ
ん
に
会
う
。
二
十
二
時
半
世
田
谷
村
。

　
六
月
十
五
日

　
六
時
二
〇
分
起
床
。
朝
食
を
す
ま
せ
友
岡
親
子
の
車
を
待
つ
。
眠
い
。

　
東
北
道
を
走
り
、
十
四
時
前
湖
南
町
の
現
場
到
着
。
十
六
時
過
迄
現
場
で

少
し
ア
ド
バ
イ
ス
。
コ
ン
テ
ナ
四
ヶ
と
コ
ル
ゲ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
小
建

築
は
全
て
友
岡
社
長
の
ア
イ
デ
ア
で
す
す
め
て
い
る
の
で
、
私
は
ホ
ン
の
少

し
の
助
言
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
、
表
現
と
し
て
は
、
マ
ア
、
大

変
問
題
の
あ
る
Ｂ
級
建
築
だ
が
、
私
の
持
論
で
あ
る
開
放
系
技
術
建
築
と
し

て
は
仲
々
良
い
の
で
あ
る
。
私
も
よ
う
や
く
に
し
て
、
そ
の
辺
り
の
事
は
ハ

ッ
キ
リ
と
解
っ
て
き
た
の
で
、
大
い
に
満
足
し
た
、
と
割
り
切
っ
て
み
た
。

し
か
し
、
マ
ア
、
美
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
二
、
三
助
言
し
た
の
は
構
造

的
な
助
言
が
主
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
も
う
少
し
美
し
い
よ
う
に
と

い
う
、
考
え
が
入
っ
て
の
事
。
コ
ル
ゲ
ー
ト
部
分
と
コ
ン
テ
ナ
を
緑
の
じ
ゅ

う
た
ん
で
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
助
言
し
た
の
は
、
時
代
の
趣
向
に
合
わ
せ
た

の
だ
ろ
う
我
な
が
ら
。
こ
の
辺
り
は
自
分
で
も
少
し
怪
し
い
。
帰
途
に
つ
く

も
、
東
北
道
に
入
る
と
こ
ろ
で
、
事
故
に
よ
る
道
路
封
鎖
、
再
開
の
ゴ
チ
ャ

ゴ
チ
ャ
が
あ
り
、
結
局
一
ノ
関
に
向
か
う
。
一
ノ
関
ベ
ー
シ
ー
着
二
十
時
頃
。

坂
田
明
の
ラ
イ
ブ
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
い
さ
さ
か
疲
れ
て
は
い
た
が
、

坂
田
の
ラ
イ
ブ
に
参
会
で
き
て
良
か
っ
た
。
二
十
一
時
半
ラ
イ
ブ
終
了
。
坂

田
明
と
再
会
を
互
い
に
喜
ぶ
。
坂
田
の
息
子
の
学
の
ド
ラ
ム
が
仲
々
い
か
し

て
た
な
。
ベ
ー
シ
ー
近
く
の
大
晶
苑
で
菅
原
昭
二
、
坂
田
明
、
高
橋
さ
ん
等

と
焼
肉
を
食
べ
、
二
十
三
時
過
一
ノ
関
発
。
東
北
道
を
走
り
抜
い
て
東
京
に

戻
る
。
友
岡
社
長
　
は
全
行
程
一
人
で
運
転
、
少
し
た
く
ま
し
く
な
っ
た
な
。

　
六
月
十
六
日

　
四
時
十
五
分
世
田
谷
村
帰
着
。
マ
ア
、
良
く
走
っ
た
ね
。
す
ぐ
に
倒
れ
る

よ
う
に
眠
る
。
十
六
時
研
究
室
。
気
仙
沼
の
昆
野
武
裕
氏
来
室
。
彼
は
十
七
、

八
年
前
の
私
の
気
仙
沼
通
い
開
始
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
で
、
お
互
い

年
を
と
っ
た
ね
と
、
あ
い
さ
つ
。
彼
は
気
仙
沼
の
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術
館

副
館
長
に
な
っ
て
い
る
。
気
仙
沼
の
沈
滞
、
無
風
は
底
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る

よ
う
だ
。
十
七
時
若
松
氏
来
室
。
十
九
時
近
江
屋
で
ソ
バ
を
食
べ
な
が
ら
モ

ス
ク
ワ
の
話
し
、
そ
の
他
。
二
十
一
時
過
世
田
谷
村
に
戻
る
。
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